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新

経

済

論

理
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柴

田

敬

し
が
ぜ

拙
著
「
新
粧
情
論
理
」

l
|〔
そ
れ
は
本
誌
前
々
月
披
の
拙
稿
「
費
本
主
諸
情
論
理
績
諭
」
の
末
尾
白
「
附
記
』
に
和
い
士
早
朝
し
目
き
紹
祷
論
理
」

な
る
表
題
を
以
て
畿
岩
さ
れ
る
も
?
と
さ
れ
た
主
と
る
の
も
臥
で
あ
る

)11に
長
い
て
私
は
.
且
本
的
た
る
共
同
的
金
緯
主
義
白
経
済
論
理
D

方
が
欧
米
的
な
る
資
本
干
義
D
経
済
論
理
よ
り
も
よ
り
高
昔
生
産
性
を
有
す
る
、
と
い
弘
E
と
を
、
静
態
論
。
理
論
段
階
に
た
い
て

論
詰
し
た
白
で
あ
る
が
、
共
の
論
詮
に
際
し
て
私
は
、
資
本
需
要
原
茶
函
数
(
前
掲
拙
事
参
照
)
に
基
づ
ぐ
考
察
を
た
ず
に
と
ど
め
、
帥
宵

は

き

働
需
要
原
基
函
数
(
前
掲
捌
著
歩
患
に
基
づ
〈
考
察
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
直
に
此
O
持
働
需
要
原
碁
函
教
に
基
づ
仁
考
察

の
一
部
分
を
展
開
し
、
も
っ
て
前
掲
拙
著
を
補
足
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
3
ブ
新
経
情
論
理
由
詳
細
去
る
説
明
は
す
べ
て
と

れ
を
一
削
掲
拙
著
に
譲
り
、
本
稿
に
語
い
て
は
、
私
は
、
持
働
需
要
原
基
函
放
に
基
づ
〈
新
粧
済
論
理
白
展
開
の
ほ
ん
の
へ
骨
子
だ
け

を
、
前
掲
拙
著
に
ゐ
け
る
概
念
と
想
定
と
を
前
提
じ
っ
与
、
概
殺
す
る
に
と
ど
む
る
の
で
あ
る
。

‘本

論

資
本
D
利
殖
を
指
導
原
班
と
し
て
生
産
方
法
白
選
揮
が
行
は
れ
る
限

F
、
労
働
需
要
原
某
函
数
む
頂
知
即
ち
最
高
利
潤
率
黙
に
照
}

臆
す
る
曲
賞
働
量
が
需
要
さ
れ
る
。
然
右
に
、
持
働
需
要
原
基
園
教
は
そ
れ
ぞ
れ
白
高
さ
の
勢
賃
に
照
癒
し
て
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
。

新
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商

論

理
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第
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第
五
十
回
毎

五

O
五
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表

=662 、勢賃=晶6 努賃=田正

量=9.9134 'l'}:働供給量=10.00伺 勢働供給量=10.0927

年 勢 覗I 費 年 勢 事j 費 年 勢

働 ¥本 働

潤

本 働

産 需 調 僻 庫 需 供 産 需

要 給 菓 給 要

胸 量 串 量 相 |量

(串18) 

量 物 量
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4504 6.4346 0.0398 19889 413s 5.9088 0:0352 ' 181311 3754 5.3627 

/ 

給 (19)、欄繍 E 費
本 欄、、る 本
函に (14)， (6) 由、供

数示及及自日給
がさ び v::ち量
想 れ (15) (η 第蘭
定る欄欄ー係
さ 如乃、 J衰を
れ き至 (10)ノ(2)1)有
る資 (18)及 及ず
と l本及 v::v:: る
す 供び ¥11) 仰と

、百} 第一表は次の如tして算問される@それぞ恥白勢賃の場合由勢働供給量は勢
働白供給函歎企 =6.5+0•田6[837 ，L による。制商事は、生産物ー草位雷 B
D生産に要ナ声費本量 (c+a'L)をもって、 EをI検したる商より 1"減ずると
主忙よりて得られる。寮本棋蹄量世、整本供給函数 K=46S5ート382∞oi I'C主

手
O
六

前副
Jを 毛二

品二警‘
事品説
!のの

拙拙
稿著..， 
費又
本は
主本

華缶詰

ー

的
論
理
積
論
ib
の
は
じ
め
に
長
い

問、且のて

に つ生想
語、産定
い 首)函さ
て函数れ
同のがた
H 問 想 } る

喜 題定と
とせ E

+たらる
&3 -~.れ白
忠臣、彼

空 g

は
ーた
占企る

業 方
首 程
p 式
<D 

養 そ
本乙
供 に
給 九 荷

量け

ιL を
て市

示 k
さ¥i 
れ、は
る 利
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利三
f閏今
卒 中
華すを
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労賃=回4
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勢賀=悶8 勢貫
生

磐働供給量=9.6166 勢働供給量苫9.76ii0 努働併特

l産 事j 費 年 第 京J 費

、産年

!J} 手リ 費

方
! 本供給 吋

働
本傑

働 本 j

潤 産 需 椅 需 潤 供

噛
| 要量

給 |要 給

l法 事 量 串 量 、物 量 事 量

( 1) (2) (3) (.<'司 ( 5) ;(6 ) (守} (8) (9) て10) (11) 

〈イ}
00.0053359h216750g89 7 

12"-29 022.8835 0;002 515s40 376¥J 
7112179 7 

0.0277 

〈ロ} 157-12 28.2849 0.0291 15801 9291 16.7 0.003fr 6060 

(，，) 仏0701314田 16田6 29.0260 0.0469 
E22666012 1 

11831 '20.3973 '0.0247 14120 

【~) 0:0776 34328 16441 
22盆7.38314845 

。0574 12õO~ 20.7926 。.038011:1201 
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110157216 1 

18.1118 日0.0印223861 

，(ト〉
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110168290 0 
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8919 、13.3111。.053024阻 1

〈男)、
O0，O07T325 8 38話2746928 
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( .) 9118 13.4Oi3 0.0622 28445 7904 11.6162 0.0519 2唖14

(ル}
o0D肝60779 

31692 8483 
112Z 3I8岨451 

。060827911 740~ 10.8Q52 0.0510 24167 

(7.) 30~23 17694 0，0586 ♂27070 6743 9.76110 0_0495 

tヮ} 0;0650 29iH5 6985 10.0511 0.066* 2623Q 
I ~=~~ l~888A08U58回8613 6 
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、

ー
薗
制
揖
揖
憤
」
掴

第
五
十
回
毎

る
左
ら
は
、
勢
働
需
要
原
基
函
主
の

数
拡
、
例
へ
ば
曲
宵
一
賃
豆

O
四

の

時

a
E
~

雲
口
甘
い
は
第
一
表
仰
及
ぴ
問
欄
恥
一で

F

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
己
ろ
の
場
一

も
の
と
悲
し
り
、
勢
貨
五
二
八
の
理

場
企
に
は
第
一
表
向
及
び
例
欄
間

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

hじ
み
の
畑

も
の
と
在
り
、
持
賃
五
五
二
の
崎
一

岨
割
合
比
一
は
第
一
夜
川
双
山
u
問
欄
豊
一

K
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
と
る
の
劃
一

も
の
と
号
、
書
五
六
六
θ

蜘一

楊
合
に
は
第
一
友
同
及
び
問
欄
ー

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
己
ろ
の
齢目

一

も
の
と
牢
り
、
弊
賃
五
人
↓
の
師
一

場
合
に
は
第
一
表
凶
悪
仙
附
楓
切

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
己
る
の

も
の
と
在
る
。
従
う
で
、
持
働

第
五
按

J可ず

五

O 
F邑

買ー
ヘ呈

， 

!
ト
比
験
停

"，、



r 

1

1

l

J

 γ 

‘ 
〆

ー

新

極

構

繭

圃

/ 

第
五
十
四
巻
、
王
。
へ

第
五
擁

= 
回

需
要
原
基
函
数
畑
一
頂
賄
も
亦
そ
れ
ぞ
れ
の
高
さ
の
持
賃
に
照
癒
し
で
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
D
で
あ
り
、
従
っ
て
U
勢
働
需
要
原
基
函
数

の
甫
黙
に
開
照
寸
旦
弊
倒
且
m-4亦
そ
れ
ぞ
れ
の
宜
問
さ
円
勝
賞
忙
開
照
し
て
毛
れ
ぞ
れ
が

#
f早
ド
即
ち
肴
忙
規
申
仇
さ
れ
た
呂
我
A

の

想
定
の
下
に
告
い
で
は
、
勢
働
需
事
百
円
具
岡
敬
の
甫
黙
に
澗
陣
、
十
旦
鴻
倒
且
m
は
、
第
一
表
に
ど
っ
司
問
p
り
か
た
る
如
〈
、
例
へ
ば
弊

賃
五
の
四
白
揚
合
江
一
は
二
二
・
一
三
八
八
人
で
あ
り
ブ
葬
賃
五
二
八
の
揚
合
に
は
一
六
‘
五

O
一
五
人
で
あ
り
勢
賃
五
五
二
の
場
合

に
は
一
二
・
二
八
八
六
人
で
あ
り
‘
努
賃
五
六
六
の
場
合
に
ほ
一

O
人
で
あ
り
.
持
質
五
八
一
白
揚
合
に
は
七
・
九
三
四
三
人
で
あ

る
。
と
れ
ら
の
鞘
を
綴
り
合
は
せ
た
る
園
教
E
そ
は
費
本
利
殖
的
勢
働
需
要
函
教
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

そ
と
で
い
ま
、
弊
働
の
供
給
爾
摘
が

w
k
F
H
d
h
+
9
8
2
8
4
H
た
呂
方
押
一
式
(
そ
と
に
お
け
る
A

は
一
舟
警
官
り
の
骨
骨
骨
骨
量

E
m

L
、
L
は
勢
貨
を
京
主
主
色
っ
て
一
早
さ
れ
る
如
曹
持
賃
針
持
働
供
給
量
関
係
を
営
面
の
問
題
と
な
る
匝
聞
に
ソ
沿
い
て
有
ず
る
も
の
と

¥

一

想
定
せ
ら
れ
る
と
す
る
た
一
ら
ば
、
剖
ち
第
一
表
第
一
横
列
虻
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
如
き
も
の
と
想
定
せ
ら
れ
る
へ
と
す
る
た
ら
ば
、
第
一

表
に
よ
っ
て
明
ち
か
在
る
如
〈
、
弊
働
需
車
函
数
去
勢
例
供
給
関
教
と
は
、
持
賃
五
六
六
ミ
一
A
V
B

業
常
句
界
働
需
給
量
一

O
人
の
瓢

dz守

に
た
い
て
夜
叉
f
z
J
縫
っ
て
、
利
潤
率
ほ
四
分
六
座
間
毛
、
一
A
f
u

業
常
り
の
脊
本
需
給
貴
は
ご
一
一
四
一

O
吋
一
全
業
常
り
の
年
産

物
は
六
七

O
Oと
在
る
。
し
か
し
で

E
の
場
合
に
長
い
で
限
界
生
産
カ
設
が
受
賞
し
、
い
は
ゆ
る
概
大
満
足
傑
件
が
満
足
せ
ら
れ
る

と
と
に
寸
た
る
と
と
は
、
さ
き
に
費
本
利
殖
的
経
済
論
理
を
展
開
す
る
に
際
し
て
詳
論
し
た
る
と
己
ろ
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
か
〈
の
如
〈
3
資
本
の
利
殖
を
指
導
原
理
と
し
て
、
一
従
っ
て
、
限
界
生
産
力
設
を
受
賞
た
ら
し
め
い
は
ゆ
る
極
大
浦

、
足
保
件
を
満
足
せ
し
む
る
が
如
雪
仕
方
に
た
い
て
、
生
産
方
法
の
選
探
を
明
日
ふ
白
は
、
資
本

ι義
の
一
下
に
骨
い
て
に
過
ぎ
払
い
a

元
来
生
産
要
素
は
相
互
に
楠
完
的
社
関
係
k
h
M
い
で
生
産
に
貢
献
す
る
D
で
あ
る
「
町
即
ち
生
産
要
素
は
↑
絡
に
生
産
に
用
ひ
ら
れ

る
揚
企
花
は
そ
れ
が
別
々
忙
生
産
陀
用
ひ
ち
れ
呂
場
舎
に
殻
揮
し
う
る
で
あ
ち
う
と
己
一
一
ろ
同
日
生
産
力
白
合
計
よ
り
も
遥
か
ピ
次
冶
る

f

， 
、.、
ン

ー .. ~，、



生
産
力
を
殻
揮
し
う
る
の
で
あ
る
。
い
段
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
要
素
は
、
他
の
生
産
要
素
と
一
緒
に
で
一
泣
け
れ
ば
全
然
生
産
力
を
裂

d

揮
し
え
た
い
り
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
さ
う
で
あ
る
以
上
は
、
他
の
生
産
要
素
白
分
量
を
不
稜
と
し
て
た
だ
一
穣
類
の
生
産
要

素
白
八
万
量
だ
け
を
動
か
す
と
と
に
上
っ
て
年
産
物
を
鑓
化
せ
し
む
る
と
と
が
出
来
る
と
レ
て
も
、
だ
か
ら
と
a

い
っ
て
そ
の
痩
化
し
た

だ
げ
の
年
産
物
が
営
殺
生
産
要
素
の
営
該
量
に
土
つ
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
い
ふ
わ
り
に
ゆ
か
血
の
で
あ
る
。
何
と
怠
れ
ば
、
常
該

生
産
要
素
の
営
該
査
が
そ
れ
だ
け
の
生
産
力
を
裂
揮
し
う
る
の
は
、
山
白
該
生
産
要
素
の
油
開
量
及
び
不
援
の
ま
ま
に
置
か
れ
た
る
他
の

生
産
要
素
が
あ
る
か
ら
ヰ
の
で
あ
っ
て
、
若
し
そ
れ
が
た
か
っ
た
法
ら
ば
、
首
該
生
産
要
素
の
蛍
設
量
だ
け
で
は
決
し
で
そ
れ
だ
け

〆

の

生

産

力

は

渡

部

さ

れ

え

た

か

っ

た

は

や

で

あ

る

か

ら

。

〆

/

ぺ
i

従
っ
て
、
他
の
生
臨
時
要
素
白
分
量
を
不
離
き
と
し
F
U

た
だ
L
t
種
類
の
生
産
要
素
り
分
量
だ
け
を
動
か
す
と
と
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら

れ
得
る
年
産
物
愛
化
晶

E
E常
識
生
産
要
素
自
営
該
量
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
る
も
の
と
宥
倣
す
こ
と
は
、
斜
閥
的
抽
象
的
た
る
克
方

で
お
右
と
い
は
ね
ば
た
ら
白
。
し
か
る
に
、
ま
ぎ
に
こ
の
剰
閥
的
抽
象
的
な
る
見
方
に

F
限
界
生
産
力
設
は
、
従
つ
で
費
本
主
義
的

経
消
論
理
は
対
従
っ
て
ゐ
U
Q

白
で
あ
る
。

従
来
は

7
養
本
主
義
的
経
済
論
理
の
ζ

の
斜
閥
的
抽
象
性
が
充
分
忙
気
づ
か
れ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
ま
さ
に
か
〈
の

〆ザ

如
昔
斜
腕
的
抽
象
的
た
る
、
分
け
が
た
き
も
り
を
分
け
う
る
も
の
と
し
て
見
る
、
縫
っ
て
枇
曾
を
個
人
白
車
友
る
集
合
と
し
て
見
る
、

同
町
子
論
的
た
る
見
方
己
そ
は
、
資
本
主
義
文
化
そ
の
も
の
に
全
面
的
民
し
み
司
わ
た
託
る
、
そ
の
根
本
的
性
格
訟
の
で
あ
る
か
ら
。
/

1
ノノ

J

'

J

我
々
‘
は
さ
昔
に
、
生
存
薬
本
利
殖
的
経
桝
論
理
を
展
開
じ
山
吹
い
で
資
本
利
殖
的
経
情
論
理
主
宥
察
じ
、
用
者
を
比
較
し
、
そ
の

い
づ
れ
も
が
限
界
生
宜
伸
力
設
を
受
賞
左
ら
L
む
る
が
如
昔
仕
方
に
語
い
て
、
卸
ち
い
ぷ
ゆ
る
極
大
満
足
傑
件
を
浦
足
せ
し
む
る
が
如

吉
仕
方
に
沿
い
で
、
生
産
要
素
の
各
種
用
途
へ
の
配
分
を
行
は
し
む
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

r

後
者
割
ち
資
本
利
殖
的
一
経
済
論
埋
の

新

緯

情

論

理

〆

‘ 

? 

第
五
十
四
巻

宜

C
九

.¥第
王五
銭

ム
=
五

， 匂有、f に L



新

樫
h

静

一

帯

一

理

務

軍

+

四

巻

五

一

o

方
が
生
存
基
本
利
殖
的
経
神
論
理
よ
ト
も
生
産
性
が
高
い
、
と
い
品
主
と
を
明
ら
か
に
し
た
引
と
の
と
と
は
市
同
じ
く
い
は
ゆ
る
極

大
満
足
保
件
を
満
足
せ
し
む
る
が
如
曹
仕
方
位
告
い
て
生
産
要
素
を
各
種
D
用
途
へ
配
分
す
る
と
し
て
も
、
一
そ
白
ι

配
分
の
た
め
の
比

しに較
考
査
の
前
提
と
一
怒
る
と
と
る
刊
の
生
産
力
視
が
異
る
忙
従
O
て
、
即
ち
、
生
産
力
を
判
定
す
る
立
場
が
異
る
に
従
っ
て
、
即
ち
経
済

原
理
が
異
る
に
従
う
で
、
薩
摩
せ
ら
れ
得
る
生
産
力
が
異
る
、
と
い
ふ
E
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
資
本
利
殖
的
紅
毛
見
方
は
、
と
れ
を
生
存
基
本
利
殖
的
な
る
見
方
に
比
す
る
た
ら
ば
、
乃
至
は
殊
に
部
分
金
槌
主
義
。hw 

的
丘
一
る
見
丸
に
比
す
る
注
ち
ば
、
遥
か
に
生
産
性
高
吉
見
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
降
、
右
に
沿
い
で
指
摘
苫
れ
た
万
如
く
わ
元

v

ゆ

栗
駒
滅
的
抽
象
的
た
る
、
縫
っ
て
、
生
産
力
主
旺
腕
し
得
ざ
る
見
方
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
円
五
一
K
従

っ

た

生

産

方

法

書

博

鵬

托
よ
っ
て
裂
揮
せ
し
め
ら
れ
ろ
る
生
産
ガ

J

は
、
決
し
て
、
本
来
聾
押
さ
れ
う
る
最
穴
白
パ
白
で
は
た
い
は
づ
で
創
る
。
ん
昨き

生
産
要
素
が
相
互
に
警
官
る
閥
係
に
沿
い
て
生
産
比
貢
献
す
る
主
で
あ
る
己
主
疋
踊
し
雪
量
思
議
」
主
義
的
措

書
留
か
ら
す
れ
ぽ
、
生
産
方
法
の
港
揮
に
降
し
て
着
眼
さ
れ
る
も
白
は
、
特
殊
の
階
級
の
利
盆
、
従
つ

L

て

利

潤

率

と

い

ふ

が

如

茸

も

時

Zは
?
、
会
館
の
年
産
物
で
あ
る
は
づ
で
あ
る
。

J

ノ

:

、

J

h

隣

会
慢
の
年
産
物
を
犬
た
ら
し
む
る
と
い
っ
て
も
、
生
産
自
↓
般
的
保
件
を
紐
践
す
る
む
と
は
虫
剤
な
い
た
即
ち
、
全
憾
の
年
産
物
/
伽

を
大
た
ら
し
め
ん
と

Z
君
主
い
て
も
‘
生
産
要
素
を
利
用
す
る
に
際
し
て
は
そ
の
供
給
函
敷
!
Jい
そ
れ
は
来
る
べ
き
時
官
、
明

ま
で
は
主
主
設
時
代

ζ
け
石
が
如
〈
個
人
主
義
的
に
決
定
せ
よ
る
も
の
で
は
友

L
K「
共
同
的
金
髄
」
主
義
的
に
決
定
恥

吃
ら
れ
る
も
の
と
た
る
で
ほ
あ
ら
う
、
が
J
Jに
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
だ
け
U
報
債
を
生
産
要
素
供
給
4
古
典
‘
へ
ね
ば
怒
ら
ね
の
で
あ
著
昭
浩
一

り
、
従
門
戸
て
九
そ
れ
だ
け
の
報
償
吃
生
産
要
索
供
給
者
に
奥
へ
て
も
金
轡
的
た
収
支
の
均
衡
を
保
ち
得
る
だ
け
の
も
の
を
生
僚
要
素
拙
叢
擁
血

F
K
生
産
せ
し
め
ね
ば
た
ら
た
い
。

3

h

、
1

吋刈j
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/ 一
定
白
持
賃
白
下
に
お
い
て
も

3
一
方
で
は
生
産
方
法
が
一
異
れ
ば
生
産
の
技
術
構
成
が
巣
り
生
産
凸
技
術
構
成
が
異

れ
ば
努
貨
に
振
り
向
け
ら
る
ベ
昔
資
本
部
分
が
具
る
か
ら
、
他
方
で
は
生
産
方
法
が
具
れ
は
利
潤
率
が
同
調
り
利
潤
率
が
国
間
れ
ば
資
本

伊
J

給
量
が
異
る
か
ら
、
第
一
表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
如
く
、
生
産
方
法
が
回
関
与
に
つ
れ
て
葬
働
需
要
量
が
臭
る
。
斯
く
し
て
ぞ
れ
ぞ

れ
白
弊
貨
の
下
に
お
砂
革
勢
働
需
要
量
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
内
争
持
つ
て
ゐ
る
?
の
で
あ
る
が
、
此
の
巾

l
lモ
白
そ
れ
ぞ
れ
の
駒
と

そ
れ
に
限
癒
す
る
利
潤
卒
と
白
関
係
が
ほ
か
た
ら
ぬ
努
働
需
要
原
基
雨
激
を
構
成
す
る
と
E
w
h
の
〉
而
じ
て
勢
働
需
要
原
義
函
数
の

頂
黙
に
照
臆
す
る
そ
れ
D
臨
色
綴
り
合
は
す
己
と
に
よ
っ
て
「
さ
き
に
規
定
さ
れ
た
る
と
と
る
の
勢
働
需
要
函
数
L
I

が
構
成
さ
れ
る

と
と
ろ
の
|
|
陀
含
ま
れ
る
「
勢
働
供
給
函
教
と
C
合
致
勲
」
と
そ
は
、
右
に
規
定
さ
れ
た
る
、
「
生
産
の
一
般
的
保
件
」
左
浦
是
せ

し
む
る
と
ζ

ろ
の
離
で
あ
る
マ
。
げ
だ

ιそ
れ
は
、
一
方
で
は
生
産
要
素
の
供
給
主
規
定
す
る
も

I

白
と
L
て
生
産
要
素
供
給
函
教
を
前

提
し
、
他
方
で
は
生
産
要
素
に
勤

L
て
輿
へ
ち
る
べ
き
報
償
四
益
暢
的
源
泉

K
L
て
年
産
物
だ
け
を
抽
出
想
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
到

達
せ
ら
れ
る
と
E
ろ

の

賭

で

あ

る

ふ

ら

。

，

h

J

J

し
か
る
一
に
、
生
産
の
一
般
的
保
件
b
L
満
足
せ

ιむ
る
と
己
ろ
の
右
の
舗
は
、
決
し
で
一
り
に
限
ら
れ
る
と
と
な
〈
持
貨
が
具
る
に

従
っ
て
異
る
白
ず
あ
り
、
ろ
必
中

L
車
券
働
需
要
原
基
函
故
の
頂
期
ピ
マ
照
際
じ
な
い
の
で
あ
る
。
帥
ち
そ
れ
は
、
我
々
。
想
定
せ

る
如
苦
生
産
函
数
及
び
生
産
要
素
供
給
函
敷
町
下
陀
沿
い
て
は
、
第
一
表
忙
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
?
¥
例
内
ば
持
賃
五

ρ四
白
揚

合
、
陀
は
参
働
需
要
回
笠
宮
J

数
百
帽
出
品
に
照
隠
す
る
も
由
が
ご
『
一
-
一
=
一
九
八
人
で
あ

Zm}九
・
六
一
↓
六
六
λ
の
貼
で
ぎ
り
、
蹴
百
貨
五
一
一
八

V

D
揚
合
K
は
(
幡
野
働
需
要
原
基
醇
数
由
扇
動
に
臆
臨
ず
る
も
の
が
一
六
・
草
O
}
五
人
で
あ
る
白
に
}
九
1

七
六
五

ο人
の
鮪
で
あ
り
、
雌
骨
賃
五

五
ニ
の
揚
合
に
は
(
桂
信
働
需
要
原
基
函
数
十
の
頂
動
に
照
聴
す
る
も
白
が
ゴ
了
ニ
凡
企
ハ
ー
で
あ
る
の
K
V
九
・
九
ご
一
一
四
人
の
献
で
あ
り
、
一
持

E

賃
五
一
六
六
白
場
合
陀
出
(
野
働
需
要
原
基
函
数
由
頂
貼
に
照
聴
す
包
も
ー
の
と
等
L
f
)
一
O
人
D
鮪
で
あ
る
。
し
か
じ
如
何
ー
な
る
持
貨
の
一
揚
合

親

緩

陣

論

理

第

五

E

十

四

巻

第

五

-

腕

-
2

一で七

L
か
る
に
、

'JL 

活、旬、J



4 
u 
w 

、ヘ

副司

J

， 

第
五
鋭、

報

担

涛

論

理

策

五

十

阿

巻

五

一

一

一

e
k
-も
常
に
宿
在
す
る
と
い
ふ
わ
け
白
も
白
で
は
友
〈
ヲ
持
賃
五
八
一
の
揚
合
に
は
(
捗
働
需
要
夙
基
函
数
白
頂
貼
院
照
臆
す
る
も
の
が
七
・
九

=
一
同
三
人
で
あ
る
由
民
)
も
は
や
存
在
し
左
い
の
で
あ
る
。
人

6

か
〈
O
如
〈
、
生
産
白
一
般
的
保
体
E
浦
足
せ
し
む
る
と
と
る
の
賭
は
持
貨
が
具
%
に
従
っ
て
異
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
具
る

に
縫
っ
て
貨
現
じ
え
ら
れ
る
年
産
物
も
異
る
の
で
あ
る
。
即
ち
我
々
の
想
定
の
揚
合
に
つ
い
て
と
れ
を
見
る
な
も
ば
、
第
二
時
に
t

よ

っ
て
明
ら
か
た
る
如
〈
、
生
産
の
一
般
的
保
件
の
湖
足
せ
し
め
ら
れ
る
冊
却
に
照
臆
す
る
年
毒
物
は
、
曲
目
賃
五
O
四
の
揚
合
に
は
六
六

九
四
、
持
賃
五
こ
八
の
揚
合
に
は
六
七
四
三
ミ
勢
賃
五
五
二
の
揚
合
に
は
六
七
四
五
、
持
貸
五
六
六
の
揚
合
忙
は
六
七

O
O
で
も

る
。
邸
ち
、
生
産
の
一
般
的
保
件
を
満
足
せ
じ
め
な
が
ら
生
産
さ
れ
刀
る
と
と
、
ろ
の
年
産
物
は
)
生
産
D

一
般
的
僚
件
を
満
足
せ

ー
し
む
る
と
E
ろ
の
持
働
量
が
異
る

rlbAれ
は
弊
賃
俊
輔
盟
化
を
前
提
し
て
ゐ
る
1
1
1
忙
つ
れ
て

ι
異
る
。
、
帥
ち
、
生
産
白
一
般
的
保
件
点
、

を
締
足
せ
止
し
め
た
が
ら
生
し
産
さ
れ
う
る
と
と
る
の
年
産
物
は
生
産
の
一
般
的
僚
件
を
満
足
せ
し
む
る
と
己
ろ
の
持
働
量
の
函
数
で
あ

〆

-

一

/

る
。
我
々
は
己
の
函
教
主
、
持
働
を
基
底
と
す
る
可
能
的
年
産
物
函
教
と
呼
ぶ
。
幡
野
働
彦
会
底
と
す
る
年
産
物
園
教
は
、
持
働
量
を

横
軸
に
と
り
年
産
物
量
を
縦
軸
に
と
っ
て

E
hを
園
表
化
す
る
と
じ
て
も
、
弊
働
且
軍
irト
押
膝
ず
る
資
本
昌
亙
を
横
軸
に
と
り
年
産
物
査

を
縦
軸
に
と
っ
て
己
れ
を
岡
表
化
す
る
と
し
て
も
、
何
れ
の
揚
合
陀
も
凸
肢
の
曲
線
と
訟
る
。
此
の
後
14
予
は
さ
き
に
拙
著
「
新
経
済

A 

d 
/ • 

/ 

u

論
理
」
に
沿
い
て
可
能
的
年
産
物
曲
線
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
る
と
己
ろ
の
も
の
忙
等
し
い
ロ
乙
れ
と
叫
制
限
じ
て
、
前
者
は
特
に
、
持

働
を
基
底
と
す
る
可
能
的
年
産
物
曲
線
と
呼
ば
れ
る
。

「
共
同
的
金
贈
」
主
義
的
立
揚
か

6
7れ
ば
、
特
殊
の
階
級
の
利
盆
が
求
め
ら
れ
る
己
と
友
〈
共
同
的
金
棟
。
一
利
径
が
求
め
ら
れ
る

の
芦
あ
る
か
ら
、
生
産
方
法
の
濯
樟
に
際

ιて
は
営
然
可
能
的
年
産
物
曲
械
の
頂
賄
乃
至
「
持
働
を
悲
底
と
す
る
可
能
的
年
産
物
曲

線
」
の
頂
揃

l
iこ
れ
ら
の
二
つ
の
も
の
は
第
一
表
及
び
前
掲
拙
著
の
第
十
一
表
吃
比
較
考
究
す
る
己
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
た
る
如

、、

、

ιヮ"



く
詰
然
一
致
す
る
ー
ー
が
狙
は
れ
る
は
?
で
あ
る
。
然
る
に
、
議
本
主
義
的
立

f

揚
か
ら
す
れ
ば
、
共
同
的
全
館
白
利
益
が
求
め
ら
れ

る
己
と
な
く
資
本
家
の
利
盆
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
持
働
需
要
原
基
函
致
。
頂
賦
が
犯
必
れ
る
た
め
に
可
能
的
年
産
物
曲

線
(
乃
至
「
努
働
官
基
底
土
主
可
能
的
年
産
物
曲
線
」
)
m
w
中
の
「
勢
働
需
要
帝
基
函
教
の
頂
離
に
服
感
ず
る
鞘
」
が
犯
は
れ
る
己
と
に
友

り
・
可
能
的
年
産
物
曲
線
(
乃
至
「
努
働
を
基
底
と
す
る
可
能
的
年
産
物
曲
線
」
)
白
一
周
離
が
犯
は
れ
得
た
い
や
ち
に
た
る
り
で
あ
る
o

帥
ち

例
へ
ぽ
右
ゐ
例
D
場
合
に
つ
い
て
と
れ
を
見
れ
ば
、
第
一
表
に
よ
っ
て
う
か
が
ひ
う
る
如
く
、

M
R
働
主
基
底
と
す
る
可
能
的
年
産
物

曲
線
の
頂
鮪
は
六
七
五

O
見
首
で
あ
る
の
に
、
資
本
利
殖
的
経
済
論
埋
の
狙
ひ
得
る
一
よ
と
る
は
共
の
中
腹
に
賞
る
六
七

O
O
に
過
ぎ

ー
な
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で
あ
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か
く
じ
て
我
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は
、
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続
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抽
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的
な
る
原
子
論
的
な
る
資
本
主
義
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消
論
理
よ
り
も
『
共
同
的
会
開
」
主
義
的
経
済
論
理
の

方
が
よ
り
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産
的
で
あ
る
と
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ム
己
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知
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白
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ふ
り
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現
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論
理
に
よ
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ら
れ
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よ
叫
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あ
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潤
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落
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右
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れ
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と
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せ
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れ
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あ
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。
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あ
る
ほ
在
、
ま
た
、
持
働
の
供
給
の
屈
伸
性
が
小
で
あ
作
ば
あ
る
陪

E
、
-
共
同

的
金
腫
」
主
輯
的
経
済
論
理
の
到
達
黙
が
資
本
利
殖
的
経
済
論
掛
の
そ
れ
よ
り
も
、
よ
り
高
級
友
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潤
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す
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島
』
働
需
更
原
義
函
数
P
頂
勤
に
胸
臆
す
る
も
由
主
帯
L
f
v
一

O
人

相に

の
結
で
あ
る
が
、
曲
目
賃
五
七
一

D
揚
合
に
は
A
勢
働
需
要
眠
薬
函
教
の
頭
一
鞘
に
照
臆
す
る
も
の
が
丸
・
五
八
六
=
一
λ
見
首
で
あ
る
自
に
)
一

0
・
一
表コ一

五
人
の
結
で
あ
り
冶
勢
賃
五
七
六
回
揚
合
虻
は
(
労
働
需
要
原
義
函
数
白
扇
動
に
照
膳
す
る
も
白
が
八
・
回
大
二
七
λ
見
首
で
る
る
の
に
二
・

C
第

三
O
人
の
献
で
あ
り
、
笠
置
五
入
一
の
揚
合
に
は
(
勢
働
需
要
原
基
一
幽
数
日
頂
一
軸
民
間
臆
す
る
も
の
が
λ

1

一
一
七
一
人
冨
る
の
に
}
も
は
や
飢
h
-

存

在

し

友

い

白

で

め

る

。

へ

}

1

ム

J

J

h

吋
f
8
 

.

L
か
る
に
と

C
揚
合
に
は
、
生
産
の
¥
一
般
的
保
件
を
満
足
せ
し
む
る
と
平
ろ
由
一
献
に
照
臆
す
る
年
産
物
は
、
持
賃
五
六
六
の
揚
合
ゆ
吋

k
竺
2
0
0、
差
五
七
一
の
費
口
陀
は
六
七
=
一
O
、
霊
五
七
六
の
揚
合
に
は
六
七
一
一
ホ
で
あ
昂
d

号

、

己

白

場

合

に

は

、

草

野
働
を
基
底
と
す
芯
可
能
的
年
産
物
曲
線
の
頂
期
、
智
正
問
的
金
蝿
」
主
義
的
経
情
論
理
由
空
う
る
と
ど
ろ
は
六
七
三
五
一
見
甥

出
A

首
で
あ
る
の
に
、
資
本
利
殖
的
経
済
論
理
の
狙
ひ
得
る
と
と
ろ
は
そ
の
中
腹
に
首
る
六
七

0
0
に
過
ぎ
な
、
い
e

d

晴山町

L
か
る
に
、
と
の
揚
合
に
た
い
て
も
、
か
〈
し
で
費
本
主
義
的
経
極
論
理
の
到
撃
で

Z
Aよ
り
多
'
〈
の
ま
評
判
を
忠
た
ら

T
と
一
謡
、

手
ろ
の
「
共
同
的
金
纏
』
主
義
的
経
済
論
理
の
そ
れ
は
第
三
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
た
る
如
ぐ
、
資
本
主
義
的
経
桝
論
理
6
到
達
結
晶
無
給

り
も
)
ー
の
低
級
友
る
設
術
構
成
の
生
産
方
法
、
よ
り
高
官
房
賃
及
び
上
り
低
音
朴
潤
率
h
v

照
臆
す
る
も
O
で
あ
り
し
叉
、
岨
押
働
需

F
G

五
一
尽

樺
五
緯

四
回



、

要
原
基
函
数

D
Fり
中
院
に
照
一
路
ず
る
の
で
あ
る
。

む

す

ぴ

， 
3 

以
上
に
沿
い
て
私
は
、
持
働
需
要
原
基
函
敢
に
基
.
A
Y

き
つ
つ
「
共
同
的
金
慢
」
主
義
的
経
済
論
現
主
展
閉
じ
、
費
本
主
義
的
経
済

論
理
が
如
何
に
耕
硯
的
の
も
の
で
あ
り
共
の
刻
楓
性
が
如
何
K
L
て
止
揚
さ
れ
得
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
経
情
論
理
由
方
が
資

本
利
殖
的
制
限
消
論
理
よ
り
も
如
何
K
生
産
件
が
高
い
か
を
示
し
た
。

し
か
る
に
、
有
比
沿
い
て
展
開
せ
ら
れ
た
る
「
共
同
的
金
慢
」
主
義
的
経
消
論
理
は
、
さ
宮
に
拙
著
「
新
経
済
論
理
」
に
'
沿
い
で

費
本
需
要
原
基
函
数
に
基
づ
い
て
展
開
せ
ら
れ
売
る
そ
れ
と
、
結
論
に
沿
い
で
全
く
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
か
く
の
如
く
、
一
持

働
需
要
原
基
函
敢
に
基
づ
い
て
問
題
を
考
察
す
る
乏
し
で
も
資
本
需
要
原
基
函
数
に
基
づ
い
て
問
題
を
考
察
す
る
と
し

τも
何
等
異

ら
た
い
結
論
に
達
す
る
の
ほ
、
何
れ
の
場
合
に
も
同
一
の
経
済
論
理
が
考
察
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
に
ほ
か
た
ら
た
い
。
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五
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絡
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四
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新
経
一
慣
論
理




